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研究成果の概要（和文）：本研究は、中国の対外政策の面での主権概念の形成について、理念、言説、交渉の三
面からの解明を迫ること、またそれを清末から民国を経て中華人民共和国期という20世紀を通じて分析すること
を目指した。本研究では以下のことが明らかになった。第一に、20世紀初頭のビルマ国境交渉などで、清朝は歴
史的な背景を根拠に主権を主張するスタイルを生み出していた。第二に、それはアメリカ留学の外交官などによ
り民国期にいっそう理論武装され、中国の存在を維持していく根拠となった。第三に、中華人民共和国期にも平
和五原則などでその姿勢は維持されたが、次第に中国が国力の増強とともに実効支配空間を拡大する根拠へと展
開していった。

研究成果の概要（英文）：This project designed to make it clear how did Chinese concept of 
sovereignty form historically. We approach the target from the several perspectives; historical 
thought, narrative and negotiation, and have the historical bird's-eye view, from late Qing, Min-kuo
 to PRC period. Through this project, we have a temporal image of this topic. Firstly, in late-Qing,
 the officials had held the styles to express its sovereignty based on its historical background, 
like the case of the negotiation of border problem with British Burma. Secondly, in Min-kuo period, 
many young China came back mainly from USA, who learned the modern international law, and reinforced
 and completed the concept of sovereignty to hold "China" as a nation-state in the world. Its 
independence and territorial maintenance were the main purpose of their diplomacy. Thirdly new 
communist official basically continued to keep the concept of sovereignty, but they added some 
flavor of communism and the image of Asia-Africa.

研究分野：中国・台湾の政治外交史、国際関係史

キーワード： 主権認識　中国外交　外交史と外交研究　領土と国益　内政不干渉原則　国際研究者交流
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
中国外交史研究、現代中国外交研究はこの

10 数年、中国外交文書の公開や現代中国への
関心の高さから、大いに進展してきた。そこ
では、従来の革命外交を中心とした外交史像
が是正され、また従来の指導者の発言などを
重視した研究から、理論に基づいた、客観的
な現代中国外交分析がなされるようになっ
た。だが、そこには中国外交史分析と現代外
交研究の乖離という問題が見られた。その断
絶の克服を目的とした研究、また中国外交の
150 年に通底する課題として、いわゆる「冊
封」「朝貢」の実際の状況と近代以後の記憶
化に着目した研究、さらに中国外交を長期的
に俯瞰する研究をこれまで実施してきた。そ
の過程で、やはり長期に亘り中国外交の核心
として頻繁に説明や根拠に用いられながら、
実態が曖昧模糊としているのが「主権」だと
考えるに至った。実際、この問題には台湾の
唐啓華らの先行研究がある。だが、これらの
研究も、「主権」はアプリオリに設定された
中国外交の説明要素であり、その中国の「主
権」認識の変容や、外交交渉での立ち現れ方
については十分に解明されていない。 
 また、本研究メンバーはそれぞれこの課題
に取り組んできた。研究代表者の川島は、中
国の記憶にある中国の伝統的な空間認識が
近代以降にいかに展開したかを指摘し、また
国内の主権認識と近代中国の境界に注目す
るとともに、領土認識や国権認識の研究を継
続してきた（「領域と記憶」『模索する近代日
中関係』東京大学出版会、2009 年、「未完の
『近代』外交」『現代中国』85号、2011年な
ど）。領土や境界、また国権回収問題などに
おける諸問題を「主権」に焦点をあてて明確
に指摘したのは、研究分担者の岡本隆司であ
った。岡本は、「『主権』の形成―20 世紀初頭
の中国とチベット・モンゴル」（『比較地域大
国論集』7号、2012年）において、20 世紀初
頭の国境画定交渉に際して用いた「主権」の
あり方が、認識面、交渉面で以後の中国外交
を規定したのではないかと問題提起をおこ
なった。しかし、目下のところ長期的な検証
はなされていない。他方、研究分担者の茂木
は思想史の観点から、19世紀中国の国土認識、
領土認識から出発し、それらが万国公法にい
かに連動したのかを明らかにしてきた（「中
国王朝国家の秩序とその近代」『理想』682号、
2009 年など）。現代中国外交研究者で、研究
分担者の青山は、一貫して領土問題、海洋主
権問題を検討し、現代中国外交の領土や主権
に対する関わりを、複雑で多様な外交態様を
描き出すことに成功している（「領土問題と
中国の外交」『中国年鑑 2011』中国研究所、
2011 年など）。このように、本研究メンバー
はそれぞれ「主権」や関連する諸問題を個別
に研究してきた。こうした経緯を踏まえ、ま
た岡本の「『主権』の形成」という問題提起
を着想の契機として、本研究は組織された。
これらについては、唐啓華をはじめ海外の研

究者とも意見交換をしたが、いずれもその重
要性を共有してくれている。 
 
２．研究の目的 

本研究は、中国外交（史）研究でつとにそ
の重要性が指摘される「主権」について、根
底から再検討する。この課題が必要なのは、
近代から現在にいたる中国外交において、領
土、領海、国民、国権回収、不平等条約改正、
内政不干渉原則など、「主権」にまつわる事
柄が外交の焦点になり、中国政府も「主権」
を強調した外交をしてきたのに、その「主権」
がいかに認識され、いかに交渉の現場で主張
されたのか、という根源的な問題が、十分に
解明されていないからである。そこで本研究
では、国内の中国外交史、現代中国外交研究
者がチームをつくり、国外の研究者とも連携
しながら、この問題に取り組む。この課題が
解明されることで、中国外交の変容と一貫性
を長期的な視野でより明確に把握できる。 
 
３．研究の方法 
（1）本研究は 19世紀から現在までの中国に
おける「主権」について、言説に現れる認識
と外交交渉の現場における状況に分けて検
討する。岡本「『主権』の形成」、川島「近現
代中国における国境の記憶」（『境界研究』1
号、2010 年）などにおける「主権」に関する
問題提起を、実証的に解明する。研究体制お
よび役割分担は別表の通りである。言説につ

時
期 

作業内容 分担 

清
末 

言
説 

伝統中国における空間認
識、万国公法における主
権認識などを検討。 

茂木 

交
渉 

19 世紀の領土交渉から、
20 世紀初頭の「主権」の
形成の事例研究を実施。 

岡本 

民
国 

言
説 

民国期の「外交」をめぐ
るテキストにおける「主
権」認識の検討。 

茂木 
川島 

交
渉 

外交文書の「主権」、交渉
「主権」の意味を事例研
究で検討。 

川島 
岡本 

人
民
中
国
１ 

言
説 

毛沢東、周恩来らの指導
者の言説を中心に、『人民
日報』などの主要紙を分
析対象とする。 

青山 
川島 

交
渉 

「主権」をめぐる中ソ対
立、チベット問題の経緯
を辿る。台湾問題などか
ら「主権」の事例研究。 

青山 

人
民
中
国
２ 

言
説 

改革開放以後の外交当
局、『人民日報』などの主
権認識を検討。 

青山 
川島 

交
渉 

1990 年代以後の国境交
渉を中心に「主権」の扱
いについて事例研究。 

青山 

 



いては主要史料をトレースし、交渉について
は事例研究を重ねることとし、交渉部分は初
年度から事例研究を重ね、最終年度に言説部
分の補遺、また交渉過程の事例研究を集中的
におこなう。 

初年度、第二年度は、「言説」について主
に国内で史料収集を行い、戦前戦後の中国研
究における「主権」認識についても再検討し、
「交渉」については、国内外において文書収
集作業を行い、中国自身の文書と交渉相手の
双方から、可能な限りマルチアーカイブ方式
にて事例研究を実施する。あわせて、非公式
な科研メンバーの研究会とは別に、内外から
スピーカーやディスカッサントを招聘して
研究会を開催する。第三年度にはそれまでの
研究成果をもとに議論を深め、シンポジウム
の開催などにより総括をおこなうことを当
初の研究方法と想定した。実際には以下のよ
うに進めた。 
（2）初年度は、研究組織を立ち上げ、本研
究課題の意識共有をはかるとともに、史料収
集を中心に、分担者がそれぞれの課題に取り
組んだ。また、本科研の研究会である東アジ
ア国際関係史研究会を 3回開催した。 
（3）第二年度は「言説」について、「主権」
認識の変容過程を明らかにし、領土・領海、
国権、国籍などといった関連内容についての
認識も絡めながら、変化のポイントや連続性
について概要を把握した。「交渉」部分は引
き続き資料収集と分析を行い、3 年間での事
例研究の重複を避けるべく、異なる角度から
検討することを意識した。新たな視点を取り
入れるべく、積極的に外部の研究者を招聘し、
東アジア国際関係史研究会を 5 回開催した。 
（4）最終年度には、「言説」「交渉」につい
ては各時代の比較検討をおこない、これまで
のそれぞれの研究成果から議論の集約をお
こなった。東アジア国際関係史研究会は 7 回
開催し、そのうち 1 回は本科研メンバーすべ
てが報告を行い、科研終了後の論文集出版に
向けて情報共有をはかった。 
 
４．研究成果 
（1）初年度は、中国の主権にまつわる「言
説」や「交渉」に関する史料の閲覧、収集に
ついて、代表者の川島中心に、国内では東洋
文庫、東京大学東洋文化研究所、京都大学人
文科学研究所、外務省外交史料館、国外では、
台湾の中央研究院近代研究所、国史館、国家
図書館、中国の上海市档案館、第二歴史档案
館、スタンフォード大学等でおこなった。ま
た、岡本隆司が『宋主権の世界史―東西アジ
アの近代と翻訳概念』など中国における「領
土」概念や主権をめぐる「言説」の枠組みを
提示し、茂木敏夫は「中華世界秩序論の新段
階」や「近代以降の東アジアにおける地域秩
序の変容と中国」で 19 世紀後半から 20世紀
前半にかけての「交渉」について詳らかにし、
川島真が『近代中国をめぐる国際政治』など
で二十一箇条要求を主権問題として分析し

たほか、青山瑠妙はパブリック・ディプロマ
シーの観点から人民中国期中国の「言説」「交
渉」をとらえるなど、各々の担当に沿った成
果をあげた。研究会としては、東アジア国際
関係史研究会を 3度にわたって開催した。第
8 回研究会（2014 年 6 月 10 日）は座談会形
式で、「日中の歴史認識と教科書問題をめぐ
って」と題し、歩平（中国社会科学院近代史
研究所研究員、前所長）、三谷博（東京大学）
に加え、川島真司会のもとおこなった。第 9
回（10 月 28 日）は張志雲（上海交通大学研
究員）「中国海関的多様性与中国近現代史的
発展」、第 10 回（2015 年 1 月 20 日）は廖敏
淑（国立政治大学）「清朝の対外体制」を開
催し、本研究課題について本科研メンバーを
超えて共有し、議論を展開した。 
（2）第二年度は、初年度に引き続き中国の
主権にまつわる「言説」や「交渉」に関する
資料の閲覧、収集について代表者の川島真を
中心に、国内では東洋文庫、東京大学東洋文
化研究所、京都大学人文科学研究所、外務省
外交史料館、国外では、台湾の中央研究院近
代研究所、国史館、国家図書館、中国の上海
市档案館、第二歴史档案館、湖南大学、その
他韓国やアメリカなどでおこなった。また、
岡本隆司は「清」（『概説中国史』下）などで
「領土」概念や主権をめぐる「言説」を包括
的に捉えなおし、茂木敏夫は「中華の秩序と
その近代――中華世界秩序論の新段階再論」
や「文明の名づけ方――中華とその周辺」で
近代中国の「交渉」をめぐる議論を深め、青
山瑠妙は外交史からのアプローチで現代中
国の「言説」「交渉」について検討し、川島
は「“二十一条要求”与中日関係」などで「主
権」問題を詳細に論じるなど、各々の担当に
沿って着実に成果をあげている。研究会とし
ては、東アジア国際関係史研究会を 5回にわ
たり精力的に開催した。第 11 回は劉雨珍（南
開大学教授・東京大学客員研究員）「清朝初
代駐日公使館員の在日筆談資料およびその
学術的価値」（2015年 10月 6日）、第 12回は
ヴァイゲリン＝シュヴィードルツィク（ウィ
ーン大学元第一副学長）「Whodunnit? Memory 
and Politics before the 50th Anniversary 
of the Cultural Revolution」（12 月 15日）、
第 13 回は楊軍（南風窓総編輯助理）「媒体如
何紀録常態社会――兼談中国伝媒行業空心
化困境」（2016年 2月 21 日）、第 14回はメヒ
ティルト・ロイトナー（ベルリン自由大学名
誉教授）「第二次世界大戦後の独中関係：そ
の特徴と問題点」（3月 3 日）、第 15回は侯彥
伯（中山大學歴史系專職科研特聘副研究員）
「十九世紀末新式海關在中國周邊的發展
(1882-1895)」（3月 25日）として開催し、内
外の研究者を招へいし、主に中国の主権にま
つわる本研究課題について本科研メンバー
を超えて共有し、議論を展開した。最終年度
に向けて議論を深めた。 
（3）最終年度は、これまで収集資料の分析
を重点的に行い、代表者の川島真を中心に国



内では東洋文庫など、国外は台湾の国立台湾
図書館、アメリカのスタンフォード大学フー
バー研究所などで補足的に資料を閲覧・収集
した。茂木敏夫は「「冊封・朝貢」の語られ
る場」において近代中国の「領土」認識の変
容や「言説」を再整理し、岡本隆司は『中国
の論理』などで「主権」や「領土」をめぐる
問題の変遷をたどり、青山瑠妙は「中国の外
交、積極展開で影響力拡大」などで現代中国
の「言説」「交渉」に関する議論を詳らかに
し、川島は“The Turning Points of Modern 
Sino-Japanese Relations"などで「主権」「交
渉」問題を中心に論じ、各担当に沿った成果
をあげた。研究会は東アジア国際関係史研究
会を 7 回開催した。第 16 回は白根晴治「比
較とマルチ・アーカイバルな方法による非公
式帝国研究へのアプローチ」（2016年 5 月 11
日）、第 18回は郭婷玉「日本統治期台湾の信
用組合と地方金融の発展」（10 月 25 日）、第
19 回は林亨芬「主権と管轄の間」（2017 年 1
月 7日）として開催した。3回分は書評会で、
著者の内容紹介および批評者の報告という
形式で開催した。第 17 回「Hsiaotin Lin, 
Accidental State, Harvard University 
Press, 2016」は著者林孝庭、批評松田康博
（10月 11日）、第 20 回は「『堕落と復興の近
代中国仏教』（法藏館、2016 年）」は著者エリ
ック・シッケタンツ、批評松金公正が書評報
告（2月 2日）を、第 21回「『プロパガンダ・
ポスターに見る日本の戦争』（勉誠出版社、
2016年）をめぐって」は著者田島奈都子、批
評川島真（3月 6日）であった。第 22 回は研
究代表者・分担者が議論を通じて情報共有・
集約をはかった（茂木「普遍と特殊－近現代
東アジアにおける秩序構想の語り方」、岡本
「藩屬から領土へ―中国の「主権」の形成」、
川島「主権の危機―対華二十一箇条要求と中
国外交（交渉初期の検討）」、青山「変容する
主権認識と中国外交」（3月 5日）。 
(4) 本研究では、以下のことが明らかになっ
た。第一に、20世紀初頭のビルマ国境交渉な
どで、清朝は歴史的な背景を根拠に主権を主
張するスタイルを生み出していた。第二に、
それはアメリカ留学の外交官などにより民
国期にいっそう理論武装され、中国の存在を
維持していく根拠となった。第三に、中華人
民共和国期にも平和五原則などでその姿勢
は維持されたが、次第に中国が国力の増強と
ともに実効支配空間を拡大する根拠へと展
開していった。これらを踏まえ、中国の周辺
諸国、とりわけアジア諸国に対する外交につ
いて、理念と政策の両面から、また清代／民
国期／現代中国に亘る歴史的変容や連続性
を踏まえて解明する共同研究の必要性を確
認した。 
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